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２

武
田
の
里
の
ま
ち
づ
く
り

全身で喜びを表す園児　－キッズサッカープログラム
（韮崎西保育園）

　

市
の
将
来
像
「
感
性
豊
か
な
躍
動
都
市
に
ら
さ
き
」

の
実
現
を
目
指
し
、
第
５
次
長
期
総
合
計
画
後
期
５

か
年
（
平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
）
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
施
策
を
示
す
『
武
田
の
里
の
ま
ち
づ
く

り
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
本
市
の
現
状
と
新
た
な
行

政
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
「
住
み
た
い
・
住
み
つ
づ
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
継
続
し
て
推
進
す
る
た
め
、
子
育

て
や
健
康
づ
く
り
、
教
育
な
ど
市
民
生
活
に
関
わ
り

の
深
い
分
野
を
７
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

位
置
づ
け
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
市
政
躍

進
に
努
め
ま
す
。

「
感
性
豊
か
な
躍
動
都
市 

に
ら
さ
き
」
を
実
現

新
た
な
行
政
課
題
に
対
応  

市
民
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

第
５
次
長
期
総
合
計
画  

後
期
基
本
計
画
を
策
定

新
た
な
行
政
課
題
に
対
応  

市
民
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

第
５
次
長
期
総
合
計
画  

後
期
基
本
計
画
を
策
定



前
期
基
本
計
画
で
の
主
な
取
り
組
み

３

　　　　  美しい自然と共生する快適な
　　　　  まちづくり
　環境への負荷を減らし美しい自然環境を維持す
るため、アイドリングストップ条例など、環境問
題に関する啓発活動を積極的に行い、ゴミ処理に
ついても減量化と再資源化を推進してきました。
　また、恵まれた自然環境の保全・調和を図りな
がら、道水路や下水道など、市民の生活基盤とな
る住環境の
整備を推進
して、クリ 
ーンで住み
よい生活環
境の創出に
努めてきま
した。

　　　　  多彩な産業が発展する
　　　　  まちづくり
　地域を支える力強い産業の発展に向け、農林業
の分野においては、農業基盤の整備をはじめ、担
い手農家の育成などを推進しています。
　商工業の振興では、既存産業の安定した経営基
盤整備への支援とあわせ、先端産業等の集積を図
るため、平成 16年度には企業立地支援条例を制

定して企業
の誘致に努
めています。
また、本市
の歴史資源
等を活用し
た観光振興
に取り組ん
でいます。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
と
な
る
「
第
５
次
長
期
総
合
計
画
」
を
平
成

13
年
３
月
に
策
定
し
、
平
成
13
年
度
か
ら
17
年
度
の
前
期
期
間
中
「
感
性

豊
か
な
躍
動
都
市
に
ら
さ
き
」
の
実
現
に
向
け
、
責
任
と
分
担
を
分
か
ち

合
う
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
施
策
の
大
綱
に
基

づ
い
た
計
画
に
全
力
で
取
り
組
み
、
市
民
生
活
の
充
実
と
向
上
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

前
期
期
間
に
お
け
る
５
つ
の
基
本
方
向（
第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
柱
）の
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

資源ごみ収集量

1,093トン1,075トン

1,209トン 1,240トン
1,297トン
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13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

市内工業製造品の出荷額

2,026億円

2,343億円 2,454億円

2,782億円

0億円

500億円

1,000億円

1,500億円

2,000億円

2,500億円

3,000億円
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資料：工業統計調査結果報告（従業員４人以上の事業所）

　

長
期
総
合
計
画
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

最
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
行
政
計
画
で
、

今
後
の
総
合
的
・
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
表
し
、
行
財
政
運
営
を
行
う
う
え
で
の

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

計
画
に
は
、
市
が
目
指
す
将
来
像
を
設
定

し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ

る
施
策
を
表
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
事
業
者
、
民
間
団
体
、
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
責
任
と
分
担
を
担

う
中
、
協
働
し
て
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

本
市
の
第
５
次
長
期
総
合
計
画
期
間
（
平

成
13
年
度
〜
22
年
度
）
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
像
は
、『
感
性
豊
か
な
躍
動
都
市
に

ら
さ
き
』
で
す
。
将
来
像
は
市
の
さ
ら
な
る

飛
躍
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
う

え
で
の
合
言
葉
と
も
言
え
ま
す
。

　
『
感
性
豊
か
』
…
自
然
を
愛
し
、
ま
ち
の
美

し
さ
を
大
切
に
す
る
心
、
他
者
の
痛
み
や
喜

び
を
共
有
す
る
心
、
歴
史
や
世
界
を
学
び
、

未
来
に
責
任
を
持
つ
心
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

の
感
性
豊
か
な
思
い
が
輝
く
社
会
像
を
表
し

ま
す
。

　
『
躍
動
都
市
』
…
多
様
な
価
値
観
を
認
め
、

そ
れ
を
ま
と
め
て
い
く
活
発
な
市
民
活
動
や

新
た
な
事
業
活
動
が
展
開
さ
れ
、
新
世
紀
を

彩
る
飛
躍
に
向
け
挑
戦
す
る
躍
動
感
あ
る
舞

台
（
都
市
）
を
表
し
ま
す
。

学校の多目的スペースで、フェアフィールド市の留学生とふれあう児童（韮崎小学校）

検証２ 検証１

前
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計
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組
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く
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の
将
来
像
と
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前
期
基
本
計
画
で
の
施
策
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
三
位
一
体

改
革
の
推
進
な
ど
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
中
で
、
効

率
的
な
取
り
組
み
を
常
に
念
頭
に
お
き
執
行
し
て
き
ま
し
た
。
厳

し
い
視
点
で
事
業
内
容
を
精
査
し
堅
実
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
財
政
力
指
数

に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
13
年
度
と
同
水
準
の
０
・
６
１
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17
年
８
月
に
実
施
し
ま
し
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
80
％
の
方
々
か
ら
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
し

て
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
、
生
涯

学
習
の
推
進
、
義
務
教
育
、
ご
み
処
理
・
環
境
美
化
の
促
進
な
ど

に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
高
い
満
足
度
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
一
方
、
上
下
水
道
の
整
備
、
医
療
体
制
の
充
実
、
防
災
体
制

の
確
立
な
ど
に
関
わ
る
施
策
は
重
要
度
の
認
識
も
高
く
、
一
層
の

充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

住みやすい
18.6％

住みにくい
5.7％

どちらかと
いえば

住みやすい
59.3％

不明 1.0％

どちらかと
いえば

住みにくい
15.4％

　　　　  誰もが安心できる
　　　　  まちづくり
　毎日を健康に過ごすことは、とても大切なこと
です。健康づくりに係る事業とあわせ、疾病の一
次予防を重視した対策を推進し、健康に対する市
民の意識向上に努めました。
　また、延長保育の拡大による子育て支援体制の
充実、生きがいを持ち暮らすための「地域福祉計
画」の策定、
災害に備え
た防災施設
整備など、
安心できる
まちづくり
に係る施策
を強力に進
めました。

集団健診受診者数

2,978人

2,121人 2,076人

2,880人

2,178人

0人

500人
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1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

3,500人

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

　　　　  豊かな人間性とふれあいを育む  
　　　　  まちづくり
　「武田の里にらさき」の歴史と文化を継承しな
がら、市民一人ひとりが心身を健康にし、生涯を
通じて豊かな人間性を育むため、史跡見学会や各
種スポーツ教室の開催、公民館などを拠点とした
生涯学習活動の充実に努めました。
　また、児童・生徒の人間性を育む場となる学校
施設整備や
道徳教育な
どの教育内
容 の 充 実
にも取り組
み、安心して
学べる環境
整備を推進
しました。

市主催の生涯学習講座等への参加者数

17,834人 17,658人
17,071人

16,005人

14,954人

13,000人

14,000人

15,000人

16,000人

17,000人

18,000人

19,000人

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

　　　　  市民と行政が協働する
　　　　  まちづくり
　アダプトプログラム（里親制度）による公園等
の美化活動など、生活に関り合いのある分野で、
多くの市民の方のボランティアにより、行政との
協働が進められています。
　また、広報誌や市のホームページ、パブリック
コメントなどを通して、市政に関する情報の提供
や意見を提
言する機会
を充実させ
る一方、情
報公開にも
努め、市民
の市政参画
を推進して
きました。

山岳や丘陵、河川など美しい景観に恵まれている 70.8％

農産物に恵まれ、おいしい食べ物が多い 47.6％

甲斐武田一族とゆかりが深いなど、
歴史・文化の資源が豊富にある 19.4％

日常の買物などの便が良い 17.9％

住民同士の交流や助け合いが盛んである 13.3％

幹線道路が整備され、自動車交通の便が良い 9.6％

スポーツ活動が盛んである 9.1％

住みやすい

19.020歳代 17.9 8.3 2.452.4

14.930歳代 14.9 7.4 　62.8

8.840歳代 20.4 6.2 　64.6

21.050歳代 13.8 5.1 1.458.7

24.260歳代 15.0
2.5

1.756.7

29.370歳以上

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

4.9 7.3 　58.5
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検証３
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検証５
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第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
基
本

構
想
に
お
い
て
定
め
た
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
、「
感
性
豊

か
な
躍
動
都
市
に
ら
さ
き
」
の
具

体
化
を
図
る
た
め
、
後
期
基
本
計

画
に
お
い
て
は
、
各
種
施
策
・
事

業
を
「
美
し
い
自
然
と
共
生
す
る

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
多
彩
な

産
業
が
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
誰
も
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
豊
か
な
人
間
性
と
ふ
れ
あ

い
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」、「
市
民

と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
５
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
向
（
施
策
の
大
綱
）」
に

基
づ
い
て
体
系
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

計
画
期
間
中
に
重
点
的
に
取
り
組

　

快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境

の
整
備
を
進
め
、
住
み
よ
い
都
市

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

本
市
を
代
表
す
る
景
観
の
一
つ
と

し
て
中
心
市
街
地
の
街
並
み
整
備

を
推
進
し
、
市
全
体
の
魅
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
誇
り
に

思
う
心
を
醸
成
し
ま
す
。

　

◆
美
し
い
自
然
と
共
生
す
る

　
　

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　　

市
民
の
参
加
を
得
な
が
ら
、
豊

か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
適
切
な

活
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
社
会
を
形

成
す
る
た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い

先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

◆
多
彩
な
産
業
が
発
展
す
る

　

 

ま
ち
づ
く
り

　

後
継
者
の
育
成
を
は
じ
め
、
生

産
者
の
グ
ル
ー
プ
化
等
に
よ
る
担

い
手
の
確
保
、
農
地
の
流
動
化
な

ど
農
業
経
営
の
合
理
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
安
全
な
農
産
物
の
安

定
的
な
生
産
と
地
域
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
を
通
じ
、
持
続
可

能
な
地
域
農
業
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

独
自
の
農
産
物
加
工
品
を
つ
く
る
取
り
組
み

快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
を
整
備
し
ま
す

　

後
期
基
本
計
画
に
は
、
市
民
の
皆
様
が
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
施

策
を
反
映
さ
せ
、
市
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
表
し
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
「
韮
崎
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
様
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
役
割
と
分
担
を
踏
ま
え
、
責
任
を
も
ち
な
が
ら
積
極
的
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

施
策
展
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る

中
で
、
施
策
の
転
換
や
重
点
化
に
つ
な
げ
、
事
業
効
果
と
効
率
性
の
向
上

に
努
め
、
市
民
の
皆
様
と
歩
む
「
武
田
の
里
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
・

果
敢
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
べ
き
事
業
に
つ
い
て
は
、
７
つ

の
項
目
か
ら
な
る
「
後
期
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

政策１

自
然
を
活
か
す

環
境
共
生
社
会
の
実
現

政策２

住
み
よ
い

快
適
な
都
市
の
実
現

政策３

快
適
な
生
活
を
支
え
る

都
市
基
盤
の
整
備

政策４

安
全
な

地
域
社
会
の
実
現

　

快
適
な
市
民
生
活
を
支
え
る
道

路
体
系
や
公
共
交
通
網
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
本
市
の
発
展
を
支

え
る
都
市
の
基
盤
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、
開
発
と
保
全
の
調
和
の

と
れ
た
土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。

　

商
業
集
積
と
公
共
施
設
の
効
果

的
な
配
置
を
進
め
、
街
並
み
整
備

を
通
じ
て
、
集
い
、
歩
い
て
楽
し

め
る
中
心
市
街
地
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

政策６

賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る

商
工
業
の
展
開

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
へ
の
不
安
を
軽
減
し
、
被
害
を

最
小
限
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
治
山
・
治
水
の
推
進
な

ど
、
防
災
体
制
の
強
化
に
向
け
、

予
防
と
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
活
動
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
異
業
種
交
流
の

推
進
を
通
じ
、
地
域
企
業
の
振
興

を
図
り
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
の
持
つ
自
然
資
源
、
歴
史

資
源
、
田
園
資
源
を
活
か
し
、「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」・「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
な
ど
、
新
た
な
観
光
・

交
流
関
連
産
業
の
振
興
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
や
地
域
生
活
、

観
光
・
交
流
活
動
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
産
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
育

成
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

政策７

多
彩
な
地
域
産
業
の

育
成
・
雇
用
の
促
進

政策５

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

農
林
業
の
展
開

後
期
基
本
計
画
の
推
進

後
期
基
本
計
画
の
推
進

政
策
体
系

政
策
体
系

基
本
計
画
で
の
取
り
組
み

基
本
計
画
で
の
取
り
組
み
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一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し

な
が
ら
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会

の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る

能
力
を
も
っ
た
、
健
康
で
、
創
造

性
・
人
間
性
豊
か
な
、
幼
児
、
児
童
・

生
徒
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

全
て
の
小
中
学
校
に
警
備
職
員

を
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
育

環
境
の
整
備
を
図
り
、
地
域
・
家

庭
・
学
校
等
教
育
機
関
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
、
幼
児
教
育
か
ら
義

務
教
育
へ
と
一
貫
性
の
あ
る
教
育

を
推
進
し
、
適
切
な
教
育
機
会
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

 
◆
誰
も
が
安
心
で
き
る

　

 
ま
ち
づ
く
り

　
「
一
次
予
防
」
に
重
点
を
置
い
た

対
策
を
推
進
し
、
市
民
自
ら
が
自

ら
の
意
思
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

継
続
性
の
あ
る
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
健
や
か
に
生
き
生
き
と

心
豊
か
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
安
心
し
て
適
正

に
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
包
括
的
な
地
域
医
療
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

政策８

健
康
な
生
活
を
支
え
る

保
健
・
医
療
の
充
実

政策９

生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実
現

 

◆
豊
か
な
人
間
性
と
ふ
れ
あ
い
を

　

 

育
む
ま
ち
づ
く
り

　

好
き
な
と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
情
報
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
学
び
、
か

ら
だ
を
動
か
せ
る
」
環
境
を
地
域

に
整
備
し
、
市
民
の
自
己
充
実
や

生
活
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
や
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
る
生
涯
学
習
の
機

会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
健
康
増

進
や
健
全
育
成
に
資
す
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま
す
。

　

た
だ
、
子
ど
も
が
外
で
安
心

し
て
遊
べ
る
よ
う
な
場
所
や
通

学
環
境
が
完
全
に
整
う
と
い
う

こ
と
は
な
い
の
で
、
私
自
身
も

家
の
前
に
立
っ
て
、「
お
は
よ

う
」
と
声
か
け
な
ど
し
て
い
ま

す
が
、
近
所
の
人
が
よ
そ
の
子

ど
も
を
見
て
、「
大
き
く
な
っ
た

ね
」
と

言
っ
て

く
れ
る

よ
う
な
地
域
の
つ
な
が
り
が
、

韮
崎
の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う

ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
地
域
の
子
ど
も
と

し
て
、
み
ん
な
で
見
守
り
育
て

る
環
境
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
、

行
政
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

桜
庭
和
子
さ
ん
（
大
草
町
）

行
政
と
協
力
す
る
な
か
で
、
地
域
の
子
ど
も
を
見
守
り

育
て
る
環
境
が
良
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す

　

働
い
て
い
る
親
に
と
っ
て
、

保
育
園
の
延
長
保
育
や
児
童
セ

ン
タ
ー
な
ど
は
、
大
変
助
か
る

制
度
で
す
ね
。
先
生
た
ち
に
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
韮
崎

は
子
ど
も
の
安
全
対
策
で
も
、

警
備
職
員
を
置
い
た
り
、ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
の
活
動
等
も
盛
ん
で
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

市
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
持
ち
、

い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
地
域
社
会
全
体
で
の
子
育
て

支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
等

の
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
健
全
な

運
営
に
努
め
、
防
災
・
消
防
で
は
、

行
政
・
市
民
・
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
、
減
災
や
救
急
体
制
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
や
犯
罪
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
市
民
意
識
の
向

上
を
図
る
と
同
時
に
、
市
民
生
活

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

延
長
保
育
で
紙
芝
居
を
見
る
園
児

（
竜
岡
保
育
園
）

政策10

安
心
で
き
る
社
会
の

整
備

政策11

創
造
と
活
力
を
生
む

生
涯
学
習
社
会
の
構
築

政策12

た
く
ま
し
さ
と
や
さ
し
さ
の

あ
る
児
童
生
徒
等
の
育
成

健
や
か
な
日
常
生
活
に
つ
な
が
る
健
康
づ
く

り
事
業

地
域
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
教
育

（
穂
坂
小
学
校
）
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◆
市
民
と
行
政
が

　

 

協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

男
女
を
問
わ
ず
、
一
人
で
も
多

く
の
市
民
や
、
よ
り
多
く
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
が
、
積
極
的
に
ま
ち

づ
く
り
に
関
与
で
き
る
、
開
か
れ

た
行
政
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
広
聴
・
広
報
の
充

実
に
よ
る
行
政
情
報
の
積
極
的
な

公
開
は
も
と
よ
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
な
ど
に
よ
り
、
あ

ら
ゆ
る
主
体
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
創
造
し

て
い
き
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
市
民
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
外
と
の

交
流
に
参
加
し
、
そ
の
活
動
を
通

じ
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
諸

課
題
の
解
決
が
促
さ
れ
る
地
域
社

会
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
、

あ
ら
ゆ
る
主
体
が
、
お
互
い
に
支

え
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
英
知
と
行

動
力
を
結
集
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
清
掃
活
動

（
本
町
ふ
れ
あ
い
の
会
）

市
内
の
史
跡
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
風
景

　

芸
術
・
文
化
あ
る
い
は
市
内
に

点
在
す
る
文
化
財
な
ど
に
、
市
民

が
直
接
触
れ
る
機
会
を
生
み
出
す

と
と
も
に
、
市
民
が
そ
れ
ら
の
創

造
や
保
全
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
を
含
め
た
他
世
代

の
交
流
な
ど
を
目
的
に
、
活
動
グ

ル
ー
プ
の
支
援
・
育
成
な
ど
、
文

化
・
芸
術
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

と
言
わ
れ
る
場
所
を
、
文
化
財

担
当
の
方
が
興
味
深
い
説
明
を

し
な
が
ら
案
内
し
て
く
れ
ま
し

た
の
で
、
特
に
歴
史
に
造
詣
が

な
く
て
も
、
面
白
く
巡
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
は
歩
か
な
い

よ
う
な
距
離
も
苦
に
な
ら
ず

に
、
そ
う
い
う
史
跡
に
触
れ
て

み
る
な
か

で
、

 

「
韮
崎

に
も
こ
ん

な
良
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
だ
」

と
、
地
元
の
良
さ
を
再
発
見
し

た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

楽
し
く
歩
け
て
健
康
の
た
め

に
も
な
り
ま
す
し
、
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
良
い
イ
ベ
ン

ト
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

松
井
治
美
さ
ん
（
藤
井
町
）

﹁
韮
崎
に
も
こ
ん
な
良
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
だ
﹂
と

地
元
の
良
さ
を
再
発
見
し
た
感
じ
が
し
ま
し
た

　

昔
、
遠
足
か
何
か
で
歩
い
た

き
り
、
同
じ
市
内
な
の
に
行
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所
を
、

も
う
一
度
自
分
の
足
で
辿
っ
て

確
か
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の

が
、
武
田
発
祥
の
地
ウ
ォ
ー
ク

に
参
加
し
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

武
田
八
幡
宮
や
願
成
寺
な
ど
、

「
武
田
の
里
に
ら
さ
き
」
の
名
所

も
、
自
主
的
に
街
な
か
の
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
く
れ
、
子
ど
も
も
大

人
の
姿
を
見
て
、
同
じ
よ
う
に

き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
11
月
か
ら

は
週
１
回
の
活
動
だ
け
で
済
む

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

は
じ
め
は
単
な
る
公
園
清
掃

の
活
動

だ
っ
た

の
で
す

が
、
思
わ
ぬ
収
穫
と
し
て
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
再
発
見
す
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
清
掃
活
動
以
外

に
も
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

を
通
じ
て
、
も
っ
と
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

横
内
實
男
さ
ん　

(

本
町
ふ
れ
あ
い
の
会 

会
長)

公
園
の
里
親
に
な
る
清
掃
活
動
が
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ん
で
す

　
「
自
分
た
ち
の
公
園
を
大
事
に

し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
？
」
と
、
地
元
自
治
会

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
結
果
、

公
園
を
管
理
す
る
里
親
に
な
ろ

う
と
、
昨
年
６
月
か
ら
週
３
回

の
清
掃
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
を
続
け
る
う
ち

に
、
会
員
以
外
の
地
域
の
方
々

　　

電
子
自
治
体
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
図

る
中
で
、
今
後
高
度
化
す
る
行
政

情
報
を
有
効
活
用
で
き
る
体
制
を

構
築
し
て
、
自
立
し
創
造
性
豊
か

な
自
治
体
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
自
治
体
と
の
機
能

分
担
や
、
広
域
行
政
の
活
用
、
国
や

県
な
ど
と
の
連
携
強
化
を
行
い
、

市
民
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

政策13

継
承
し
創
造
す
る

市
民
文
化
の
醸
成

政策14

市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り

政策15

ふ
れ
あ
い
と

交
流
の
あ
る
地
域
社
会

政策16

効
率
的
な

行
財
政
運
営
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後
期
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
個
々
の
事
務
事
業
で
は
効
率
的
・
効
果
的
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
関
連
す
る
政
策
を
広
い
視
野
で
と
ら
え
、「
政
策
を
横
断
す
る

事
務
事
業
の
ま
と
ま
り
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、『
選
択
と
集
中
』
に
よ

り
、
今
後
５
年
間
、
韮
崎
市
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
＝
戦
略
分
野
に

特
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
う
か
が
え
る
市
民
の
意
向
や
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

基
づ
く
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
厳
し
さ
を
増
す
地
域
間
競
争
の
中
に
あ
っ
て
、
韮
崎

市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
る
地
域
資
源
の
戦
略
的
活
用
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

次
の
７
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
施
策
・
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
後
期
基
本
計
画
書
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
広
報
の
裏
表

紙
に
記
載
）、
ま
た
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
常
設
）
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
企
画
政
策
担
当
（
内
線
３
５
６
・
３
５
７
）

中心市街地は、長い歴史の中で本市の文化や伝統を育ん
できた「まち」の顔です。高齢化がますます進展する中、
コンパクトなまちづくりを進め、まちの賑わいを回復さ
せていくとともに、市内外の多くの人々との交流によっ
て、まちの魅力の向上を図っていくこととします。

○市街地への都市機能の集積促進
○良好な都市景観の創出・街並みの整備
○まちづくり推進体制の強化
○公共交通機関の整備
○地域産業の活性化

『活力あふれる賑わいのまち にらさき』
（産業振興・市街地活性化）

Project ３Project ３

中心商店街の活性化に向けた取り組み（にらさき朝市）

本市は、東海地震防災対策強化地域に指定され、いつ大
きな地震があってもおかしくない地理的環境にあります。
このため、必要に応じて、災害ボランティアなど地域外
の人々の支援を得ながら、いざというときに迅速かつ的
確な避難誘導活動や災害復旧対策が行えるようにします。

○災害への十分な備えの確保
○被災時における迅速な対応
○的確で実効性の高い災害復旧体制の整備

『防災・減災のまち にらさき』
（防災・救命救急）

被災時を想定した迅速な対応の訓練（韮崎市総合防災訓練）

Project １Project １

近年、全国的に少子化が進んでいますが、本市においても、
１５歳未満の年少人口割合が緩やかながら減少傾向にあ
ります。次代の韮崎のまちづくりを担う子どもたちが、
心豊かに育っていけるよう、地域を構成するすべての人々
が、協働して環境の整備に向け取り組むこととします。

○子育て支援サービスの充実
○快適な子育てを支える生活環境の整備
○健やかな成長を支える学習環境の充実
○子育てと仕事の両立支援

『安心子育てのまち にらさき』
（次世代育成・男女共同参画）

地域の子育て支援施設で遊ぶ子どもたち（北西児童センター）

Project ２Project ２

後
期
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

後
期
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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本市の豊かな自然の恵みと自然がもたらす健全な環境を
享受するとともに、この環境を将来に引き継ぐため、身
近な環境の保全と改善を総合的かつ計画的に進め、また、
省エネルギー・省資源の推進と新たなエネルギーの導入
などを図り、「地球環境にやさしいまち」を目指します。

○生活環境の維持・保全
○快適環境の創出
○省資源・循環型社会の形成

『地球環境にやさしいまち にらさき』
（環境・循環型社会形成）

Project ５Project ５

環境美化の推進に向けた清掃活動
（東京エレクトロンＡＴのアダプトプログラム）

高齢化や疾病構造の変化に伴い、健康づくりや疾病予防
を積極的に推進し、健康寿命の延伸と生活の質的向上の
実現を図るための環境整備が重要になってきます。自ら
行う健康づくりや生涯スポーツの振興、生活習慣病予防
対策、医療体制の充実などを戦略分野とし、「にこにこ健
康づくりのまち」を目指します。

○自ら行う健康づくりの推進
○健康管理・疾病予防対策の充実
○医療体制の充実

『にこにこ健康づくりの にらさき』
（健康づくり・介護予防）

Project ４Project ４

いきいき健康づくり事業での健康増進に向けた教室
（水中ウォーキング教室）

生涯学習宣言都市である本市は、市民の高い学習意欲に
支えられ、様々な生涯学習活動を推進してきました。今
後も多様な生涯学習サービスを提供していくとともに、
生涯学習により身に着け、または知り得た情報や成果を、
より良い地域づくりに役立てていくための生涯学習を起
点としたまちづくりのサイクルを形成していきます。

○ライフステージに応じた生涯学習サービスの提供
○生涯学習体制の整備・充実
○学習成果をまちづくりに活かす仕組みの構築

『学びをとおし成長するまち にらさき』
（教育・生涯学習）

Project ６Project ６

市内の歴史についてプロジェクターを利用し説明する風景（史跡見学会）

本市は、「武田の里」「サッカーのまち」をキャッチフレー
ズにしています。この歴史文化、スポーツ文化という２
つの視点から、歴史・文化・伝統を継承し、新たな活性
化策と融合した「武田の里まちおこし」と、健康づくり
とスポーツ振興を推進するための「サッカーまちおこし」
により、魅力に満ちた文化の香り高いまちづくりと活力
あるまちづくりを推進します。

○「武田の里」ブランド戦略の推進
○「サッカーのまち」ブランド戦略の推進

『歴史・文化が息づくまち にらさき』
（まちづくり・地域ブランド）

Project ７Project ７

にらさきブランド戦略の一環としてのぼり旗を作製（市役所庁舎前）
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韮崎市の財政の運営状況
財政事情についてお知らせします

韮崎市告示韮企第 1号
地方自治法第 243条の 3並びに韮崎市財政
事情の作成及び公表に関する条例に基づき、
平成 18年 5月 31日現在における韮崎市の
財政事情を次のとおり公表する。

韮崎市長　小野修一

この「財政事情の公表」は、市の財政がどのように運営され、どのような状況にあるかを市民の皆様に広く知っ
ていただくため、毎年広報により公表しているものです。
今回は、平成18年度当初予算状況のほか、平成17年度最終予算状況について、その概要を公表します。

歳入歳出を予算別に見ると

平成18年度当初予算状況

予算総額124億 2,880万円

歳入

地方特例交付金（0.7%）
8,370万円

諸収入（1.1%）
 1億3,098万4千円

その他（1.9%）
 2億3,881万4千円

市税（36.0%）
 44億7,892万9千円

地方交付税（15.5%）
 19億2,300万円

繰入金（13.2%）
 16億5,219万8千円

市債（8.8%）
 10億8,960万円

国庫支出金（8.7%）
 10億8,683万3千円

県支出金（3.9%）
 4億8,588万円

地方譲与税（3.2%）
 3億9,270万円

地方消費税交付金（3.1%）
 3億8,280万円

使用料及び手数料（2.4%）
 2億9,922万7千円

分担金及び負担金（1.5%）
 1億8,413万5千円

歳出

商　工　費（ 0.9%）1億1,570万9千円

労　働　費（ 0.2%）2,813万5千円

民　生　費（23.2%）
 28億7,971万6千円 

土　木　費（16.2%）
20億966万4千円 

教　育　費（15.4%）
 19億1,391万9千円 

公　債　費（12%）
 14億8,465万5千円 

衛　生　費（11.3%）
 14億174万2千円 

総　務　費（10.6%）
 13億1,847万9千円 

農林水産業費（5.2%）
 6億4,961万9千円

消　防　費（3.5%）
 4億3,577万2千円

議　会　費（1.3%）
 1億6,138万7千円

予　備　費（ 0.2%）3,000万円

災 害 復 旧 費（ 0%）3千円

歳出性質別

予　備　費（0.2%）3,000万円

投資及び出資金（ 0%）57万円

人　件　費（18.2%）
22億6,310万8千円

物　件　費（13.6%）
 16億8,360万8千円

補助費等（13.8%）
 17億1,122万2千円

公　債　費（11.9%）
 14億8,465万5千円

普通建設事業費（21.3%）
 26億4,434万9千円

扶　助　費（10%）
 12億4,628万2千円

繰　出　金（9.7%）
 12億0,207万9千円

維持補修費（0.9%）
 1億761万円

貸　付　金（0%）360万円

積　立　金（0.4%）5,171万4千円

災害復旧費（0%）3千円

歳出予算を性質別に見ると市民1人あたりの負担とサービス

H18.4.1 現在の人口（外国人含む）33,103 人
に対し、行政・医療サービス費用としての支出、
市税の負担割合は、下表のようになっています。

※市民税・固定資産税・都市計画税における (法人）は、１社あたりの額。
※固定資産税（個人）は、市内１世帯当たりの額。また、国民健康保険税は、被保険者１人あたりの額。
※上記以外の項目については、市民１人あたりの額。

行政サービス 375,458 円
国保医療費 209,633 円
市民税（個人） 37,182 円
市民税（法人） 902,630 円
固定資産税（個人） 69,878 円
固定資産税（法人） 1,438,983 円
国民健康保険税 69,925 円
軽自動車税 1,938 円
都市計画税（個人） 2,145 円
都市計画税（法人） 56,195 円
市たばこ税 5,732 円
入湯税 398円
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農林債（4%） 
9億9,461万9千円

土木債（9%） 
25億3,638万6千円

消防債（1%）
2億9,586万円

教育債（9%）
23億9,378万8千円

災害復旧債（0%）
6,073万4千円

減税補てん債（4%）
9億9,696万9千円

臨時税収補てん債（1%）
1億6,401万円

臨時財政対策債（7%）
20億4,788万7千円総務債（0%）

1億4,568万2千円

民生債（2%）
5億5,958万3千円

衛生債（12%） 
33億7,965万7千円

一般会計債務（49％）
135億7,517万5千円

下水道債（32％）
86億9,816万2千円

病院債（6%）
16億9,176万7千円

水道債（13%）
 36億2,060万9千円
水道債（13%）

 36億2,060万9千円

平成17年度最終予算状況

一般会計及び特別会計

企業会計

目的別市債の現在高状況
韮崎市の平成 17年度末の市債現在高　275億 8,571 万 3千円

会計名 最終予算現額 支出済額 差引額

一般会計 12,195,631 11,641,066 554,565

特別会計 8,493,657 8,286,339 207,318

内
訳

国民健康保険 2,588,521 2,580,120 8,401

老人保健 2,876,098 2,811,383 64,715

簡易水道 22,273 21,960 313

下水道事業 1,518,226 1,454,552 63,674

介護保険 1,453,693 1,390,023 63,670

介護サービス事業 16,418 15,863 555

恩賜林保護財産区（第１鈴嵐外６会計） 14,847 10,046 4,801

甘利山財産区 3,581 2,392 1,189

合計 20,689,288 19,927,405 761,883

平成１８年５月３１日現在　（単位：千円）

企業会計 区分 予算現額 執行済額 資本的支出等補てん財源 業務量

韮
崎
市
立

病
院
事
業

収益的収入 2,415,740 2,425,159 過年度分損益勘定留保資金  
 75,533

当年度消費税及び
地方消費税資本的収支調整額 69

延患者数 (人)
入　院　　　  58,233
うち介護 7,992
外　来 98,683
計 156,916

収益的支出 2,415,740 2,408,274

資本的収入 65,577 65,577

資本的支出 154,740 141,179

現債額 1,691,797

韮
崎
市

水
道
事
業

収益的収入 878,773 881,408 過年度分損益勘定留保資金  
 192,442

当年度消費税及び地方消費税資本
的収支調整額 1,761

配水量 (㎥) 4,460,883
有収水量 (㎥) 3,662,808
給水戸数 (戸)　 10,666
給水人口 (人)　 28,787

収益的支出 878,773 867,089

資本的収入 164,153 164,108

資本的支出 403,234 358,311

現債額 3,620,609

平成１８年３月３１日現在　（単位：千円）
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韮
崎
市
は
、
東
海
地

震
の
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
等
に
指
定
さ

れ
、
古
い
木
造
住
宅
は

倒
壊
す
る
危
険
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
居
住
す
る
住

宅
の
耐
震
性
に
つ
い

て
、
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
き
耐
震
化
へ
の
促

進
を
図
る
た
め
、
平
成

15
〜
17
年
度
の
３
年
間

で
１
５
０
件
の
耐
震
診

断
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
平
成
20
年

度
ま
で
制
度
が
延
長
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
該
当
す
る
家

屋
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
積
極
的

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
が
で
き
る
住
宅

(1)
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
し
た
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

※
プ
レ
ハ
ブ
工
法
・
ツ
ー
バ
イ
フ

　

ォ
ー
工
法
等
は
除
き
ま
す

(2)
階
数
は
２
階
以
下
で
延
床
面
積

　

３
０
０
㎡
以
下
の
住
宅

(3)
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
個

　

人
所
有
の
住
宅

　
（
併
用
は
過
半
が
住
宅
）

自
立
の
支
援
に
、
大
き
な
役
割
を

果
た
す
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、

ま
た
「
防
災
士
」
の
資
格
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
登
録
を
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
方
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け

て
も
ら
え
る
よ
う
、
県
の
養
成
講

座
へ
の
参
加
な
ど
、
研
修
会
を
行

う
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
登

録
を
希
望
さ
れ
る
方
の
資
格
等
は

問
い
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
安
心
安
全
担
当

（
内
線
３
３
９
・
３
４
０
）

再点検、安全対策！

■
受
付
期
間

　

12
月
24
日
ま
で

　
（
募
集
数
に
な
り
次
第
終
了
）

■
募
集
数　
　

30
件
（
先
着
順
）

■
診
断
費
用　

無
料

■
耐
震
診
断
者

　

市
が
委
託
し
た
診
断
者

■
診
断(

調
査)

内
容
等

　

診
断
者
が
実
際
に
住
宅
の
調
査

　

を
行
い
ま
す
。
外
観
等
の
目
視

　

調
査
・
聞
き
取
り
調
査
等
、
半

　

日
程
度
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
で
、

　

評
点
が
０
．
７
未
満
の
方
が
、

　

１
．
０
以
上
と
な
る
耐
震
改
修

　

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
補
助
金

　

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

建
設
課
建
築
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

住
ま
い
の
防
災
対
策

防
災
訓
練
に
ご
参
加
を
！

今
年
は
９
月
３
日（
日
）に
実
施

　

市
で
は
、
地
震
等
の
災
害
時
に

一
人
で
は
避
難
で
き
な
い
方
が
、

避
難
誘
導
な
ど
の
支
援
を
円
滑
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
た
び
、

「
要
援
護
者
支
援
カ
ー
ド
」
の
登

録
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、

各
地
区
に
お
住
ま
い
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方

に
対
し
、
近
隣
の
方
々
が
「
災
害

関
連
の
連
絡
」
や
、「
組
集
合
地

ま
で
の
避
難
誘
導
」
等
、
地
域
で

見
守
れ
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、

必
要
事
項
を
登
録
い
た
だ
く
も
の

で
す
。登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

近
所
や
組
の
中
か
ら
２
〜
４
名
の

避
難
誘
導
支
援
員
を
お
願
い
し
、

別
に
配
付
さ
れ

る
登
録
カ
ー
ド

の
項
目
を
記
入

の
う
え
、
９
月
15
日
ま
で
に
組
長

さ
ん
に
提
出
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
社
会
福
祉
担
当

（
内
線
１
７
５
〜
１
７
７
）

　

助
け
合
い
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

要
援
護
者
支
援
カ
ー
ド
登
録
制
度

　

本
年
度
の
防
災
訓
練
に
つ
き
ま

し
て
は
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
防

災
週
間
（
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
）

中
の
日
曜
日
で
あ
る
９
月
３
日
に

実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
の
詳
細
な
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
別

途
お
願
い
い
た
し
ま
す
が
、《
休
日

の
午
前
中
に
東
海
地
震
の
警
戒
宣

言
が
発
令
さ
れ
る
》
と
い
う
想
定

で
、
市
の
防
災
無
線
の
放
送
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
防
災
訓
練
の
実
施

に
あ
た
り
、
お
住
ま
い
の
地
区
の

避
難
地
を
再
度
確
認
さ
れ
、
放
送

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
宅
か
ら

避
難
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
安
心
安
全
担
当

（
内
線
３
３
９
・
３
４
０
）

　

多
く
の
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
っ
た
阪
神

淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
新
潟
県
中

越
地
震
で
は
、
地
域
に
住
む
人
た

ち
が
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
誰
も
が
感
じ
ま
し
た
。

　

東
海
沖
地
震
も
、
前
回
の
発
生

か
ら
１
５
１
年
が
経
過
し
、
い
つ

や
っ
て
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と

言
わ
れ
る
中
、
本
市
で
は
、
災
害

発
生
時
の
救
護
活
動
、
被
災
者
の

昨
年
の
防
災
訓
練
で
の
消
火
器
訓
練
の
様
子

家
屋
の
耐
震
性
を
調
査
す
る
診
断
者

あ
な
た
も
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

地
域
を
守
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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韮
崎
市
職
員
募
集

■
採
用
職
種

　

・
行
政
事
務　
　
　

若
干
名

　

・
社
会
福
祉
士　
　
　

１
名

　

・
診
療
放
射
線
技
師　

１
名

　

・
看
護
師　
　
　
　
　

５
名

■
試
験
日
時

　

１
次
試
験　

９
月
17
日
（
日
）

　

※
午
前
８
時
か
ら
受
付

□
試
験
内
容

　

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・

　

適
性
検
査
・
作
文

□
試
験
会
場

　

韮
崎
市
役
所
別
館
２
階

　

２
０
１
会
議
室

■
受
験
申
込
等

　

 

次
の
必
要
書
類
を
添
え
て
総
務

課
人
事
給
与
担
当
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　

※
代
理
人
・
郵
送
申
込
も
可
能

□
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
火
）
〜
23
日
（
水
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。）

□
必
要
書
類

　

(1)
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　

※ 

総
務
課
人
事
給
与
担
当
で
配

付
、
郵
便
請
求
は
返
信
同
封

に
限
り
可
能
・
市
Ｈ
Ｐ
上
で

入
手
可
能

　

(2)
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
（
写
）

　

(3)
免
許
・
資
格
証
明
書
（
写
）

□
受
験
で
き
な
い
者

　

(1)
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
　

※
医
療
職
は
除
く

　

(2) 
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該

当
す
る
者

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
人
事
給
与
担
当

　
　
　
（
内
線
３
３
５
・
３
３
６
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

■調査対象地域（厚生労働省指定）
　１．水神１・２丁目、富士見ヶ丘１・２丁目
　２．藤井町北下條、南下條
■調査方法　
　８月から９月にかけて統計調
　査員が訪問し調査票を作成
■お問い合わせ
　山梨県企画部統計調査課
　☎０５５－２２３－１３４１

自
衛
官
募
集

調
査
対
象
地
域
の
事
業
所
は
ご
協
力
を

「ゆ～ぷる にらさき」に指定管理者
10月から「道の駅」とあわせ、民間業者が運営します
　このたび議会の議決を経て、「韮崎市健康ふれあいセン
ター（ゆ～ぷる にらさき）及び道の駅にらさき」の指定
管理者を、次のとおり指定しました。
　■指定管理者　株式会社　キッツウェルネス　
　■指定の期間　平成18年10月1日～22年3月31日

◎回数券のご利用はお早めに
　10月から市発行の回数券は使用できなくなります。お
手持ちの回数券は、9月 30日までにご利用ください。
※使い切れない方は、「ゆーぷる にらさき」の受付窓口
にて、9月 1日から 30日の間に、払戻しをいたします。
※未使用の回数券と印鑑をお持ちください。
◎「ゆ～ぷるにらさき」の営業日のお知らせ
　 8 月 14 日 ( 月 ) は営業、16日 ( 水 ) はお休みさせ
ていただきます。営業時間は、午前 10 時から午後 9
時までです。（入場は午後 8時 30分までになります）
　ご家族、お友達、みなさまでご利用ください。
■お問い合わせ
　産業経済課商工観光担当（内線２２９～２３１）

　

厚
生
労
働
省
と
山
梨
県
で
は
、
本
年

７
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
「
毎
月
勤

労
統
計
調
査
特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
を
１

〜
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象

に
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
雇
用
の
実
態

を
把
握
し
、
国
や
県
の
労
働
・
経
済
に

関
す
る
行
政
施
策
を
策
定
す
る
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
の
も
の
で
、
全
国
規
模

で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

採用職種 試験区分 予定人員 年齢要件 学歴・資格等要件

行政事務 上級 若干名
昭和 56年 4 月 2日から
昭和 60年 4 月 1日生まで
（採用時 22歳～ 25歳以下）

大学卒業以上の学歴を
有する者（見込含む）

社会福祉士 上級 １名
昭和 46年 4 月 2日生から
昭和 60年 4 月 1日生まで
（採用時 22歳～ 35歳以下）

社会福祉士資格を有す
る者（見込含む）

診療放射線技師 中級 １名
昭和 51年 4 月 2日生から
昭和 62年 4 月 1日生まで
（採用時 20歳～ 30歳以下）

診療放射線技師免許を
有する者（見込含む）

看護師 中級 ５名
昭和 41年 4 月 2日生から
昭和 62年 4 月 1日生まで
（採用時 20歳～ 40歳以下）

看護師免許を有する者
（見込含む）

種　　　　目 資　　　　格 願書受付期間 第１次試験

２等陸・海・空士 １８歳以上２７歳未満の者

８月１日～９月８日

　９月２４日（男子）
　９月２５日（女子）

曹候補士（陸・海・空） １８歳以上２７歳未満の者
　９月１６日

一般曹候補学生（陸・海・空） １８歳以上２４歳未満の者
航空学生（海・空） 高卒（見込）２１歳未満の者 　９月２３日

防衛大学校学生 高卒（見込）２１歳未満の者
推薦　９月５日～９月　７日 　９月２３日～２４日
一般　９月８日～９月２９日 １１月１１日～１２日

防衛医科大学校学生 高卒（見込）２１歳未満の者 ９月　８日～９月２９日 １１月　４日～　５日
看護学生 高卒（見込）２４歳未満の者 １０月１５日

　

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
で
は
、

次
の
種
目
に
よ
り
自
衛
官
募
集
を

行
い
ま
す
。
試
験
に
関
す
る
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
本
部

　

(

甲
府
市
北
新
１
丁
目
７
｜
９)

☎
０
５
５
｜
２
５
３
｜
１
５
９
１URL http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp/　　i-mode http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp/i/index.htm

E-mail hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp
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息
づ
く
歴
史
と
伝
統
に
想
い
を
馳
せ
る

夏
の
武
田
の
里
ま
つ
り   

大
花
火
大
会

武
田
信
義
公
以
来
累
代
・
陣
没
将
士
供
養
会

８
月
の
標
語　

地
域
行
事
に
み
ん
な
で
参
加　

子
ど
も
と
語
ろ
う
郷
土
の
歴
史　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

　武田の里まつり実行委員会では、８月 16日（水）、にらさきの夏の夜の風物詩、「夏の武田
の里まつり花火大会」を行います。ご家族や友人たちと、夏の夜を彩る鮮やかな花火に、身
も心も涼んでみてはいかがでしょうか。
　また、新しく行われる「灯篭流し」は、先着 40名で一般参加者を募ります（参加賞あり）。
■お問い合わせ　武田の里まつり実行委員会（市役所産業経済課内：内線２３０・２３１）

　８月１６日（水）当日の日程（雨天時は翌日開催）
　　○盆踊り大会　　　午後６：００～７：１０
　　○採火式　　　　　午後６：３０
　　○たいまつ行列　　午後６：５０～７：２０
　　　（大松明点火）
　　○武田の里供養会　午後７：２０～７：５５
　　○灯籠流し　　　　午後７：３５～７：５５
　　○花火大会　　　　午後８：００～８：４５

※当日の会場付近は、大変混雑いたします。
　お車でお越しの方は、乗り合わせもしくは、
　「韮崎中央公園」と「韮崎市営総合運動場」
　からのシャトルバスをご利用ください。
※バスは、午後６：００～１０：３０の間、
　２０～３０分間隔で運行します。
　道路の状況により、時間が前後する場合が
　ありますので、ご了承ください。

AULAS  DE  JAPONES　にらさきの風　にほんご学習会
VENTOS  DE  NIRASAKI
□ CURSO  BASICO  COM  TRADUTORES（PORTUGUES／ ESPANHOL）
□SABADO  DAS  19:00hs ～ 20:30hs.
□ EM  NIRASAKI  SHIMIM  KAIKAN
□ INFORMACOES
　TEL 090-5807-6899  COM  O  SR.  OHARA（EM  PORTUGUES）
　TEL 090-6138-7098  COM  A  SRA.  AKIYAMA（EM  JAPONES）

　韮崎市に在住する外国人は年々増加しており、その中で定住（永住）
を希望される方も増えてきています。そこで、日常生活に役立つ日本語を楽しく学び、日本の文化・習慣を知
ることで、地域住民とのコミュニケーションを図ることを目的に、毎週市民会館で「にほんご学習会」を開催

しています。
　国籍等の異なる人々が文化的違いを認め合い、地域社会で共に生きる
「多文化共生」が、現在県内でも進んできていますが、山梨県立大学国
際政策学部助教授の安藤淑子先生のお話では、“にらさきの風”のように、
「日本語学習会」とあわせて、継続的に日本文化を学ぶというカリキュ
ラムはめずらしく、大変有意義だということです。今後は、公民館活動
の文化・芸術・料理教室等にも積極的に参加する予定ですので、市民の
みなさんも、陽気な外国の方々と気軽に交流をしてみてください。
■お問い合わせ　秘書室まちづくり推進担当（内線３２５・３２６）

会場案内図

音と光による武田戦国絵巻音と光による武田戦国絵巻
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８
月
の
標
語　

地
域
行
事
に
み
ん
な
で
参
加　

子
ど
も
と
語
ろ
う
郷
土
の
歴
史　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

体力は加齢とともに低下します。でも、運動によってある程度、その衰え方を遅らせることができるんです。
貯金は使えばなくなりますが、筋肉の貯えについては、使わないことには貯まりません。
さあ、今から楽しくコツコツ「貯筋」して、いきいきとした毎日を送りましょう。

いきいき貯筋クラブ  参加者募集無理をしないでコツコツ貯めよう！

　■日程・会場　　下記の地区別開催日の表により、都合の良い場所でご参加ください。
　■時　間　　　　９：３０～１１：３０　※初回と第６回目は９：００～　（９月７日の韮崎Ａは１３：３０～）
　■対　象　　　・おおむね６５歳以上の方
　　　　　　　　・地域でサポートしてくださる方（年齢不問）
　■内　容　　　・体力測定、デンマーク体操（健康体操）、
　　　　　　　　　健康ミニ情報（栄養、休養など）
　■担当者　　　・（財）体力つくり指導協会講師、
　　　　　　　　　シニア健康サポーター、市保健師
　■持物等　　　・水分補給できるペットボトル・水筒など、
　　　　　　　　　体操ができる服装、室内用運動靴（あれば）
　■申込方法　　　お電話もしくは、当日会場へ参加も可。
　■お問い合わせ　韮崎市地域包括支援センター（保健福祉センター）　☎２３－４３１３／ ２３－４３１６

　

市
で
は
、
宮
久
保
・
日
の
城
・

若
尾
の
３
ヶ
所
に
市
民
農
園
を
開

設
し
て
お
り
、
各
農
園
で
は
、
地

元
農
家
の
方
が
管
理
人
と
し
て
、

親
切
に
栽
培
の
指
導
を
し
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
東
屋
・
農
具
小
屋

を
設
置
し
、
施
設
や
農
具
（
ジ
ョ

ロ
・
鍬
・
一
輪
車
）
等
も
充
実
し

て
い
る
の
で
、
今
ま
で
興
味
は

あ
っ
た
け
ど
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
し
て
い
た
方

や
、
子
供
連
れ
の
方
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
自
然
の
中
、
無
農
薬
で
育
て

た
野
菜
は
、
安
全
安
心
で
お
い
し

さ
も
格
別
で
す
。
あ
な
た
も
瑞
々

し
い
ト
マ
ト
の
収
穫
か
ら
、
夏
の

一
日
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

土
の
に
お
い
と
共
に
作
物
を
育
て
る
喜
び

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
利
用
者
の
追
加
募
集

■貸出区画数 穂坂町 宮久保農園 2 区画 30 ㎡
　 （7月 1日現在）   1 区画 40 ㎡
  日の城農園 11 区画 30 ㎡
 大草町 若尾農園 2 区画 40 ㎡
■貸出期間 契約日から平成 19年 3月 31日まで
  ※翌年の継続利用可能
■貸出金額 40 ㎡　年 6,000 円（中途利用：500円@月）
 30 ㎡　年 4,800 円（中途利用：400円@月）
■応募資格　　市内外の農業者以外の方
■お問い合わせ　産業経済課農林振興担当（内線２２５）

鳥獣害防止用「爆音機」

　年々、鳥獣による農作物被害は増加し、
前年度は 18,000,000 円 ( 鳥獣捕獲申請
により把握したもののみ )と深刻な状況
となっています。
　市でも農家の生産意欲向上の為、電気
柵の設置や JA及び地元猟友会と連携し、
有害鳥獣対策を講じているところですが、
例年、スズメなどから農作物を守るため
に使用する爆音機の爆発音に対し、周辺
住民から使用者及び市にも苦情が相次い
でいます。また、使用者の方に気を使い
ながら我慢している方もいますので、爆
音機の使用には次の点にご注意ください。
◎住居付近では使用しない。
◎代替品として防鳥ネット等を活用する。
◎早朝及び夜間などには使用しない。
■お問い合わせ
　産業経済課農林振興担当（内線２２３）

使用には周辺住民の方にご配慮を

地区別開催日一覧表

※韮崎A：中央公民館（市民会館）　祖母石、一ツ谷、水神、富士見ヶ丘、若宮、中央町、本町１、本町２
※韮崎B：保健福祉センター　本町３、本町４、岩下、上ノ山、富士見、中島、栄

公民館名
開　　催　　日

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第６回
韮崎Ａ  9 月  7 日  9 月 19 日  10 月 3 日  10 月 17 日  11 月  7 日  11 月 21 日
円野町  9 月 12 日  9 月 26 日  10 月 10 日  10 月 24 日  11 月 14 日  11 月 28 日
中田町  9 月  7 日  9 月 21 日  10 月  5 日  10 月 19 日  11 月    9 日  11 月 30 日
穴山町  9 月 14 日  9 月 28 日  10 月 12 日  11 月  2 日  11 月 16 日  12 月    7 日
藤井町  9 月  8 日  9 月 22 日  10 月  6 日  10 月 20 日  11 月 17 日  12 月    1 日
清哲町  9 月 15 日  9 月 29 日  10 月 13 日  11 月 10 日  11 月 24 日  12 月    8 日
韮崎Ｂ  1 月  9 日  1 月 23 日  2 月 6 日  2 月 20 日  3 月    6 日  3 月 20 日
穂坂町  1 月 16 日  1 月 30 日  2 月 13 日  2 月 27 日  3 月 13 日  3 月 27 日
神山町  1 月  4 日  1 月 18 日  2 月 1 日  2 月 15 日  3 月  1 日  3 月 15 日
旭　町  1 月 11 日  1 月 25 日  2 月 8 日  2 月 22 日  3 月 8 日  3 月 22 日
大草町  1 月  5 日  1 月 19 日  2 月 2 日  2 月 16 日  3 月 2 日  3 月 16 日
竜岡町  1 月 12 日  1 月 26 日  2 月 9 日  2 月 23 日  3 月 9 日  3 月 23 日
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、
あなたの身の回りの話題を募集しています。
市役所総務課秘書室まちづくり推進担当
☎ 22‐1111（内線 326）までご連絡ください。

　親子で、友達同士で、みんな市民会館に集まって～。楽しい魔法の呪文
をかけたら、きっとお話好きになっちゃうよ。今年も出し物がいろいろ、
もりだくさんの内容で、「としょかんまつり」が開催されました。
　何でも“いやだ”という『わがままな大様』がお城の外に出てみたら？
まるで絵本の世界から飛び出してきたような、にぎやかな人形劇の舞台で
楽しませてくれたのは、「人形劇団ちちんぷいぷい」のみなさん。

　また、「ぽらん」のみなさん
によるパネルシアター『おかえ
し』（写真）では、キツネさん
とタヌキさんが、お互いにもら
い物のおかえしをしているうちに、「おかえしの、おかえしの、お
かえしの・・・」となっていくやりとりが、とってもゆかいで、思
わず立ち上がって見てしまう子もいたりして。その他、図書館職員
による大きな絵本『にゃ～ご』の読みきかせなど、体で感じる読書
体験に、集まってくれたお友達、全員夢中になってしまいました。
　すっかりお話好きの魔法にかかったみんな、図書館では毎月「お
はなし会」をやっているので、また遊びにきてね。

「ちちんぷいぷい、お話好きになあれ〜」

　僕が好きなのは赤！　わたしの好き
な色は青！　どんな色の服を着てい
たっていいんだ、みんなの輝く笑顔があ
れば。それぞれの素敵なところを見つけ
て、一緒に手を取り合って歌おうよ。
　市の男女共同参画推進条例の制定を
記念し、東京エレクトロン韮崎文化ホールで６月１７日に

開催されたイベントで、藤井保育園月
組のみなさんが、男女の区別なく過ご
す日常の様子を、オペレッタ「にじを
つくろう」で演じました。
　続く基調講演では、講談師の宝井琴
桜さんが、「昔から講談師の世界には、

好男子って言うくらいですから、女性はいなかったんです
よ」と、楽しい冗談
を交えながら、これ
からの男女のあり方
について、「男女で
支える２１世紀　山
下さんちの物語」と
題する講演を行い、
軽妙な語りで男女共
同参画を身近に感じ
させてくれました。

「男の子も女の子も、みんな一緒だよ」

　韮崎に夏の到来を告げる白髯神社のお祭り
が、7月 16日に開催されました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、水神町
の若者たちにより担がれた御神輿の威勢の良
い掛け声が響きわたると、沿道で見守るお客
さんから拍手が。雨にも負けず、通りを練り
歩くその熱気が、これからくる夏の暑さも吹
き飛ばしてくれるような勢いでした。
　その若者に引き続き登場したのが、こちら
も元気いっぱいの子ども神輿。大人の御神輿

にも負けない
立派な飾り付
けがされた御
神輿と、祭り
の法被をまと 
った姿は堂々
としたもの。
　体全体で力
強く担ぎ棒を
支える子ども
たちに、明る
い地域の未来
が託せる気が
しました。

「将来の担ぎ手は君たちだ！」
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カ
ブ
ト
ム
シ
が
い
る
か
な
？
っ

て
思
う
場
所
は
、
周
り
の
木
か
ら

甘
い
匂
い
が
し
た
り
し
ま
す
。
カ

ナ
ブ
ン
や
ス
ズ
メ
バ
チ
が
寄
っ
て

く
る
よ
う
な
、
樹
液
が
つ
い
た
太

く
て
穴
が
空
い
て
い
る
ク
ヌ
ギ
の

木
に
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ

タ
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
︵
ス
ズ
メ

バ
チ
に
は
注
意
し
て
ね
︶
。

　

木
に
蜜
を
塗
っ
た
り
、
半
分
に

切
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
腐
っ
た

バ
ナ
ナ
を
入
れ
た
も
の
を
仕
掛
け

て
、
お
び
き
寄
せ
て
捕
ま
え
る
こ

と
も
あ
る
け
ど
、
自
然
に
木
に
と

ま
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
捕
っ

た
時
の
方
が
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
い

で
す
。

　

僕
が
入
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
は
、
毎
年
、
藤
沢
か
ら
サ

ッ
カ
ー
の
子
が
韮
崎
に
来
る
ん
だ

け
ど
、
虫
捕
り
に
連
れ
て
行
っ
た

り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
と
、
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
売
っ
て
い

る
ヤ
ツ
じ
ゃ
な
く
て
、

カ
ブ
ト
ム
シ
が
自
然

の
中
に
い
る
っ
て
い
う
の
が
、
ち

ょ
っ
と
自
慢
で
き
る
こ
と
か
な
。

　

ど
こ
に
行
っ
た
ら
捕
れ
る
か
っ

て
？　

そ
れ
は
み
ん
な
秘
密
の
場

所
だ
か
ら
、
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に

し
て
、
自
分
で
探
し
て
み
て
ね
。

今
月
の
紹
介
者　

横
森 

将
輝  
く
ん

武田の里の魅力・再発見

　あなたがツアーガイドだと
して、観光パンフレットなど
ですでに紹介されている名
所、名物、人・・・以外で、『武
田の里にらさき』の魅力を伝
えるとしたら、韮崎市のど
こにお客さんをご案内します
か？多くの市民の皆さんの目
で見た、韮崎市の新たな魅力
を広く一般に伝えるため、あ
なたがお持ちの情報を教えて
ください。

■情報の提供は
　まちづくり推進担当まで
　（内線３２５・３２６）

さて、皆さんの好きな「武田
の里」の風景はどこですか？

自
然
の
中
に
生
き
る　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
秘
密

　穂坂町宮久保の保坂金重さんが、６月２３日にめでたく
１００歳の誕生日を迎えられ、区長さん・民生委員さんな
ど地元の方々と、市の関係者がお祝いに訪れました。
　保坂さんは、これまで重ねてこられた年月を懐かしむよ
うに、目を閉じてみなさんの祝福の言葉にうなずきながら、
趣味で続けられている短歌を楽しんでいることに触れて、
米寿の際に出版した歌集『茅の里』を披露してくれました。
　市長の「いつまでもお元気でお過ごしください」との呼

びかけに、住ん
でいる環境の良
さと感謝の心が
長寿の秘訣であ
ると言い、「上の
原良いとこ～」
と、自ら作られ
た歌で答えてい
ました。
　保坂さん、こ
れからもどうぞ
お元気で。

「長寿の秘訣は感謝の心」

　伝統的な七夕の行事を、地域の小学生に体験してもらお
うと、韮崎警察署・交通安全協会などの方々の協力により、
北西児童センターで七夕の飾り付けが行われました。
　この「おまわりさんと七夕飾りをつくろう」というイベ
ントは、円野駐在所の花形さんが、子どもたちに自分の夢
とあわせて、防犯・交通安全の願い事を短冊に書いてもら
うことで、子供たちと交流を深めながら、地域の安全意識
の高揚を図りたいと企画されたものです。
　はじめに花形さんが安全に関する話をされ、それを聞い
た子どもたちが
短冊に書いたの
は、「わるい人
についていかな
い」、「こうつう
じこにあいませ
んように」など。
　おまわりさん
の子どもへの願
いは、かなえら
れたようです。

「みんなの安全の願いを短冊に」



　

韮
崎
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ェ
ア
フ

ィ
ー
ル
ド
市
と
は
、
本
年
姉
妹
都

市
締
結
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

両
市
の
締
結
35
周
年
を
記
念
し

て
、
10
月
上
旬
（
７
日
〜
11
日
を

予
定
）
に
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

長
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
が
韮

崎
市
を
訪
れ
ま
す
。

　

一
行
は
、
日
本
の
家
庭
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、
日
本
の
生
活
様
式

や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
と
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
希

望
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
行
を
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
る
ホ
ス
ト
家
庭
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
国
際
交

流
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
家
庭
数　

約
10
家
庭

※ 

一
家
庭
の
宿
泊
者
数
は
２
名
程

度
で
、
一
夫
婦
を
基
本
に
考
え

て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

 

市
役
所
３
階
の
秘
書
室
ま
ち
づ

く
り
推
進
担
当
に
、
申
込
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
（ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

■
応
募
締
切　

８
月
31
日
（
木
）

■
そ
の
他

　

⑴ 

ホ
ス
ト
家
庭
と
し
て
の
特
別

な
準
備
は
不
要
で
す
。
親
戚

を
迎
え
る
よ
う
に
気
軽
に
接

し
て
く
だ
さ
い
。

　

⑵ 

宿
泊
者
の
指
定
は
、
国
際
交

　
　

流
実
行
委
員
会
が
さ
せ
て
い

　
　

た
だ
き
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

　
　
　
（
内
線
３
２
５
・
３
２
６
）

　

武
田
の
里
韮
崎
市
文
化
祭
実
行

委
員
会
で
は
、
武
田
の
里
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
タ
「
に
ら
さ
き
」
第
51

回
武
田
の
里
韮
崎
市
文
化
祭
の「
野

外
コ
ー
ナ
ー
」
に
参
加
さ
れ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ナ
ー

　

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

・
手
作
り
地
元
特
産
品
即
売

■
開
催
日
時

　

10
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

 

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能

18

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
来
韮
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

虚礼廃止について

　韮崎市ならびに韮崎市議会
では、新盆のご供養につきま
して、廃止することを申し合
わせましたので、市民各位の
ご理解をお願い申し上げます。

　　　　韮崎市・韮崎市議会

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
開
催
場
所

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル　

西
側
入
口
駐
車
場

※
机
・
敷
物(

シ
ー
ト)

等
は
持
参

■
募
集
期
限　

10
月
６
日
（
金
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

武
田
の
里
韮
崎
市
文
化
祭

　

実
行
委
員
会　

事
務
局　

　

韮
崎
市
教
育
委
員
会

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
８
）

　

福
祉
の
日
実
行
委
員
会
で
は
、

９
月
30
日
（
土
）
に
開
催
の
「
福

祉
の
日
記
念
ま
つ
り
」
に
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
を
設
け
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

９
月
30
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
１
日(

日)

■
会
場　

韮
崎
市
中
央
公
園

■
そ
の
他

　

会
場
等
の
都
合
に
よ
り
、
出
店

　

舗
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申

　

し
込
み
は
お
早
め
に
！

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
保
健
課
福
祉
介
護
担
当

（
内
線
１
７
８
）

　

障
が
い
児
（
者
）
を
対
象
に
、「
ア

ー
ト
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

創
造
力
あ
ふ
れ
る
ア
ー
ト
な
体
験

を
し
て
、
新
た
な
自
分
を
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

障
が
い
が
な
く
て
も
一
緒
に
活

動
し
て
み
た
い
み
な
さ
ん
、
ま
た
、

お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
も
募
集
し
ま
す
!!

福
祉
の
日
記
念
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

第
51
回
武
田
の
里
韮
崎
市
文
化
祭

野
外
コ
ー
ナ
ー
参
加
者
募
集

ア
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集
!!
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◆市民栄養相談（要予約）
「食」に関する心配ごとや疑問の相談。
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付。

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談。
毎週月曜日　１０：００～１５：００
市役所にて

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談。
第１・２・３月曜日　１３：００～１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
１人３０分以内で法律的な相談を受けます。
・８月２４日(木)※予約受付８月１０日(月)
・９月　７日(木)※予約受付８月２５日(金)
相談は午後１時、予約は午前９時からです。
企画財政課 (内線３５７)で電話受付。

◆物忘れ相談
物忘れや認知症予防・介護についての相談。
毎月第２火曜日　９：３０～１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談。
毎週木曜日　１０：００～１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談。
毎週月・火・水曜日　９：３０～１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力。
毎週火・金曜日　１３：００～１６：００
市民会館１階結婚相談所にて（☎２２ー９７１１）

■
日
時　

８
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

10
月
22
日
（
日
） 

　
　
　
　

11
月
19
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所

　

韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
大
草
町
若
尾
１
６
８
０
）

■
対
象
者　

障
が
い
児
（
者
）・

　
　
　
　
　

興
味
の
あ
る
方

■
そ
の
他

　

 

な
る
べ
く
３
回
続
け
て
ご
参
加

く
だ
さ
い

■
講
師　
　

北
村
雅
子
先
生

　
　
　
　
　
（
甲
府
養
護
学
校
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

参
加
希
望
者
は
お
電
話
で
、
８

月
15
日
（
火
）
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会　

（
担
当　

長
谷
部
）

☎
２
２
│
６
９
４
４

 

２
２
│
６
９
８
０

　
「
障
害
者
の
社
会
参
加
」
と
、「
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
思
想
の
と

も
に
生
き
る
心
豊
か
な
地
域
社
会

を
め
ざ
す
」
こ
と
を
目
的
に
、
第

18
回
の
そ
よ
か
ぜ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
24
日
（
日
）

　

12
時
15
分
開
演

※
雨
天
決
行

■
会
場

　

 

山
梨
県
社
会
福
祉
村
あ
け
ぼ
の

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
交
流
の
庭

野
外
ス
テ
ー
ジ

　
（
韮
崎
市
旭
町
上
条
南
割

　
　

３
２
５
１
│
１
）

■
出
演
者

　
 

川
嶋
あ
い
／
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ジ

ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
／
デ
キ
シ

ー
ラ
ン
ド
・
オ
ン
・
マ
イ
・
マ

イ
ン
ド
／
チ
ャ
ス
カ
／
コ
ッ
ト

ン
フ
ィ
ー
ル
ド

■
全
席
自
由

　

当
日
券
４
千
円
／

　

前
売
り
３
千
円
／

　

中
学
生
・
障
害
者
千
５
百
円
／

※
小
学
生
以
下
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
立

　

あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム

☎
０
５
５
１
│
２
２
│
７
４
４
４

⑴
セ
ミ
ナ
ー

□
日
時
・
時
間　

９
月
６
日(

水)

　

・
７
日(

木) 

10
時
〜
16
時

□
内
容　

応
募
書
類
の
書
き
方
・

　
　
　
　

面
接
対
策
等

⑵
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

□
日
時
・
時
間　

９
月
８
日(

金)

　

・
11
日(

月)　

10
時
〜
16
時

　

(

１
人
約
50
分)

□
内
容　

個
別
就
職
相
談

□ 

場
所
・
定
員　

 

⑴ 

⑵
と
も
、
甲

府
市
総
合
市
民
会
館
２
階
研
修

室
・
30
人
（
要
申
込
）

⑶
ガ
イ
ダ
ン
ス

□
日
時
・
時
間　

９
月
20
日(

水)

　

13
時
〜
16
時

□
内
容　

合
同
就
職
面
接
会

□
場
所　

ア
ピ
オ
甲
府

■ 

そ
の
他　

対
象
者
は
す
べ
て
、

概
ね
35
歳
以
上
の
求
職
者
で
、

参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

県
労
政
雇
用
課
地
域
雇
用
担
当　

☎
０
５
５
│
２
２
３
│
１
５
６
２

第
18
回

そ
よ
か
ぜ
コ
ン
サ
ー
ト

再
就
職
の
た
め
の　

セ
ミ
ナ
ー
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
＆
ガ
イ
ダ
ン
ス
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思
わ
ず
口
を
つ
い
て
出
て
く
る

懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
。
み
ん
な

で
い
っ
ぱ
い
歌
い
ま
し
ょ
う
。
心

豊
か
な
気
分
に
な
り
ま
す
よ
！

■
日
時　

９
月
13
日
・
20
日

　
　
　
　

各
水
曜
日
２
回
講
座

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

韮
崎
市
民
会
館
４
階

　
　
　
　

大
会
議
室

■
講
師　

繁
宮
章
子
氏

■
費
用　

無
料

■
対
象　

歌
い
た
い
方
な
ら

　
　
　
　

ど
な
た
で
も
大
歓
迎

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
中
央
公
民
館

☎
２
２
│
１
１
２
１

 

２
２
│
２
９
１
０

　

市
民
と
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産

の
保
護
活
用
を
考
え
る
学
習
会
。

（
初
め
て
の
方
も
参
加
く
だ
さ
い
）

■
テ
ー
マ

　
「
武
田
の
里
」
の
歴
史
景
観

　
　
　
　
　
（
古
墳
時
代
〜
古
代
）

　

武
田
信
義
が
韮
崎
の
地
へ
来
た

の
は
、
過
去
の
歴
史
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
甲
斐
武
田
氏
が
興
る
直

前
（
平
安
時
代
）
の
韮
崎
は
ど
ん

な
様
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

■
日
時　

８
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所　

韮
崎
市
民
会
館
４
階

　
　
　
　

大
会
議
室

■
講
師　

平
野　

修
（
山
梨
文
化

　
　
　
　
　

財
研
究
所
研
究
室
長
）

■
定
員　

40
名

　
　
　
　

※
１
ヶ
月
前
か
ら
受
付

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

（
内
線
３
２
５
・
３
２
６
）

　

７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
環
境
講
座
」
の
第
２
回
講
座
の
日

程
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

■
日
時　

９
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時
ま
で

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
保
全
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

　

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
山
梨
）
で
は
、
再
就

職
を
目
指
す
方
へ
の
支
援
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
離
職
者
訓
練

　

(

ア
ビ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス)

　

離
職
者
対
象
の
コ
ー
ス
で
、
早

期
再
就
職
の
た
め
に
必
要
な
知
識
、

技
術
を
習
得
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

□
６
ヶ
月
コ
ー
ス

・ 

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
（
１
部
、
２
部
） 

各
15
名

・
金
属
加
工
科 

15
名

・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科

　
　
（
１
部
、
２
部
） 

各
15
名

・
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科 

15
名

□
３
ヶ
月
コ
ー
ス

・
溶
接
施
工
科　
　
　

 

15
名

・
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
科 

20
名

　

他
に
も
、
在
職
者
訓
練
（
能
力

開
発
セ
ミ
ナ
ー
）
な
ど
、
在
職
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
短

期
間
（
２
〜
５
日
間
程
度
）
の
コ

ー
ス
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

☎
０
５
５
│
２
４
２
│
３
０
６
６

 

０
５
５
│
２
４
２
│
３
０
６
８

　

市
営
体

育
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム

に
新
型
の

エ
ア
ロ
バ

イ
ク
が
２

台
入
り
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
に

乗
り
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　

☎

 

２
２
│
０
４
９
８

■
開
催
日　
　

８
月
24
日
（
木
）

■
場
所　

C.C
グ
リ
ー
ン
・
バ
レ
イ

■
申
込
締
切　

８
月
11
日
（
金
）

　

先
着
１
８
０
名
ま
で

■
プ
レ
ー
費　

１
万
５
２
０
円

　
（
キ
ャ
デ
ィ
ー
・
食
事
付
き
）

※ 

都
合
に
よ
り
セ
ル
フ
プ
レ
ー
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
７
千
９
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
食
事
付
き
）

■
参
加
費　

２
千
円

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
２
２
│
５
２
４
６
（
早
川
）　

　

☎
２
２
│
５
１
３
５
（
功
刀
）

　

 

２
２
│
７
５
８
４

因
幡
晃
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
０
６
（
小
ホ
ー
ル
）

■
９
月
９
日(

土)　

18
時
開
演

■
全
席
指
定

　

前
売
一
般　

５
千
２
５
０
円
／

　

前
売
会
員　

５
千
円

※
当
日
券
は
一
般
会
員
と
も
、

　

５
千
５
百
円

■
お
問
い
合
わ
せ　

甲
府
音
協

☎
０
５
５
│
２
３
５
│
３
９
７
５

い
き
い
き
生
涯
学
習
講
座

「
伝
え
た
い
！
懐
か
し
い
童
謡
・

  

唱
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

武
田
の
里
学
び
塾

再
就
職
者
を
目
指
す
方
へ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

爽
快
に
脂
肪
を
燃
焼
し
よ
う

エ
ア
ロ
バ
イ
ク

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

公
演
案
内

第
２
回
講
座
の
日
程
変
更
に
つ
い
て

環
境
講
座

仲
間
と
一
緒
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

第
28
回
韮
崎
市
民
ゴ
ル
フ
大
会



◆パパ・ママ学級（要予約）
　赤ちゃん抱っこ体験、母乳栄養・母乳マッサージ
　Ｂコース２　８月８日（火）１３：３０～

◆すくすく教室（７か月）
８月８日（火）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１８年１月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
８月２２日（火）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１７年９月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
８月２３日（水）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１６年７月生まれ

◆４か月児健診
８月２５日（金）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１８年４月生まれ

◆１歳６か月児健診
８月１１日（金）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１７年１月生まれ

◆３歳児健診
８月１８日（金）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１５年７月生まれ

◆育児相談（要予約）
　８月２４日（木）
　９：３０～１６：００

◆母子健康手帳交付・
　妊婦相談・一般健康
　相談
　　毎週月～金曜日
　　９：３０～１６：００

◆健康トレーニング教室
　毎週月曜日　１３：３０～１５：３０

◆健康アップ教室（Aグループ）
　毎週金曜日　　９：００～　　※８月１８日最終

◆健康アップ教室（Ｂグループ）
　毎週木曜日　１９：３０～

◆体改善”にこにこ”講座（Ａグループ）
　毎週水曜日　１３：００～

◆体改善”にこにこ”講座（Ｂグループ）
　毎週木曜日　　９：３０～

子育て教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

21

育児健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

◎症状から診断すると、繰り返しの刺激が原因で、腱鞘
炎が生じていると思われます。
今回の症状は、桃の箱などの重量物を頻回に運ぶことによ
り、手関節をとう側 (親指側 )に曲げる状態 (とう屈 )が

繰り返されたため、母指（親指）を伸ばす腱の腱鞘炎が生じていると思われます。この
腱鞘炎には名前が付いていましてドケルバン病（de Quervain disease）といいます。
　母指を伸ばす為の腱は、長母指外転筋腱・短母指伸筋腱・長母指伸筋腱の3本があり、今回の腱鞘炎の原因は
長母指外転筋腱・短母指伸筋腱にあります。これらの二本の腱は一つの区画を走行していて、繰り返しの刺激に
より腱鞘の肥厚が起こり、狭窄性腱鞘炎が惹起され痛みが生じます。

◎手関節はよく使うところなので、痛みがあまり強くならないうちの受診をおすすめします。
　治療法としては、装具をつけて局所の安静保持、消炎鎮痛剤の内服、温熱療法などのリハビリ、腱鞘内へ
の炎症を抑える痛み止めの注射などの対症療法があり、慢性化している場合や対症療法で痛みが取れない場
合には手術療法となります。手術は局所麻酔下にて 2～ 3㎝の皮膚切開でおこなうので、日帰り手術ですみ
ます。また、翌日から手は痛みに応じて使うことが出来ます。
　手関節はよく使うところであり、痛みがあまり強くならないうちに受診されることをおすすめします。

農家で桃の収穫をする時期になりました。
桃の収穫箱を運んだりするときに手首の親指側
が痛くなるのですが、どうすればよいのでしょ
うか？ (53 歳　女性 )

？

アドバイザー   　韮崎市立病院
整形外科医師　谷口　直史

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■いずれも　お問い合わせ・会場は、
　韮崎市保健福祉センター
　　 ( 本町３－６－３)
　　☎２３ー４３１０
　　 ２３ー４３１６
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 ◆ニュースポーツ
　８月　８日（火）１０：３０～
　韮崎市体育指導員

 ◆おはなし会　　
　８月１１日（金）１４：３０～
　お話の会「ききみみずきん」

 ◆吹き矢　　
　８月２２日（火）１４：３０～
　韮崎市体育指導員

児童センターであそぼう

子育て支援センターに
いらっしゃい！

｢ 水あそびを楽しもう」
お友だちといっぱいあそぼう！　ぜひきてね！
　日時　８月９日（水）１０：３０～１１：３０

　場所　韮崎市営総合運動場プール
　費用　子ども５０円（3歳児以下無料）、一般１００円
　持物　水着、水泳キャップ、タオル、うき輪、飲み物など
※参加者は、当日現地に集まってください。
※雨天の場合は、中止になります。
□お問い合わせ　銀河鉄道事務局（☎２２ー１１２１）

子育てサロン 銀河鉄道

 ◆おはなし会　　
　８月１０日（木）１０：３０～
　お話の会「チョカサ」

 ◆ニュースポーツ
　８月　２日（火）１４：３０～
　韮崎市体育指導員

 ◆吹き矢　　
　８月　９日（水）１４：３０～
　韮崎市体育指導員

 ◆親子ものづくり教室
　８月　４日（金）１３：３０～
　韮崎工業高校教師および生徒

 ◆おはなし会　　
　８月１７日（木）１４：３０～
　お話の会「チョカサ」

行事のない日でも、
各センターは開館し
てますので、お子さ
んと一緒に遊びに来
てください。

小学生の行事は、「パ
ソコンを楽しもう」
など他にもあります
ので、各児童センター
にお問い合わせくだ
さい。

□その他のイベント・講座

 ◆水あそび・プールあそびを楽しもう
　　　　　　　　　　　　　 （会場：藤井保育園）
　８月の毎週（水）１０：００～（※１６日はお休み）
　持物：タオル、水着または下着、着替え、帽子

 ◆大きいプールであそぼう
　８月１１日（金）１０：００～
　会場・持ち物：「みずあそび」と同じ

 ◆親子エアロビ教室（会場：藤井保育園遊戯室）
　８月　８日（火）１０：３０～１１：３０
　講師：斎藤晴美先生　持物：室内シューズ

 ◆子育てパパママ講座（会場：支援センター）
　９月　２日（土）１０：３０～１１：３０
　講師：川辺修作先生
　日ごろの悩みや不安、パパ・ママ一緒に聞いてください

 ◆公園へ行こう（会場：双葉水辺公園 ※現地集合）
　９月　５日（火）１０：００～
　持物：着替え、おやつ、お弁当、飲み物 (自由 )、敷物等

開館時間　月～土曜日　  ９：００～１９：００
０～６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

□保育園開放・子育て相談

・保育園開放　毎週水曜日１０：００～１２：００
・子育て相談　面　　談　　８：３０～１２：００
　　　　　　　電話相談　　８：３０～１７：００

□例月のイベント（会場：支援センター）

 ◆子育てトーク (子育てについてお話しましょう)
　８月　２日（水）１０：３０～１１：３０
　※来月は９月６日です！

 ◆体位測定  ( お子さんの身長・体重を測ります )

　８月２２日（火）１０：３０～

 ◆誕生会に参加しましょう (お友だちと一緒に)
　８月２４日（木）１０：００～

開設時間    月～金曜日　１０：００～１２：００
イベントのない日もお友だちが来てあそんでいるよ！

子育て支援サイト「やまなし子育てネット」
○情報提供コーナーの内容
 ・市町村や県で行う子育てに関する各種行政サービス
 ・保育所、児童館、地域子育て支援センターなどの施設
 ・子育てサークルや支援団体、子育てに関する窓口
○相談・掲示板コーナーの内容
 ・子育てに関するさまざまな悩みや相談ごと
 ・子育てサークルのイベント情報などが書き込める
   「パパママ伝言板」を設置

□URL http://www.pref.yamanashi.jp/kosodate/

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

地域子育て支援センター
（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）
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夏休み、森や林の中などをゆった
り散策し、ひとときの科学者にな
りませんか？
 「昆虫の不思議」
　　　伊沢　尚しょう　著 （ナツメ社）
虫は口で息をしないって本当？
昆虫の不思議な世界をオールカラーで収録。
図解雑学シリーズで「魚の不思議」や「鳥
の不思議」もあります。

失敗することもあるけれど、友達
のために、小さな身体いっぱいに
頑張る「優しさ」、「愛らしさ」が
印象的な絵本です。
 「なつのやくそく」
　　　亀岡　亜希子　著 （文渓堂）
羊のメメールから大切な毛を預かったオコ
ジョのタッチィ。今日も、毛の番をしてい
ます。

（一般書） 「うらなり」小林信彦　著 （文芸春秋）

 「銀色の翼」佐川光晴　著 （講談社）

 「ブラッドタイプ」松岡圭祐　著 （徳間書店）

（児童書） 「犬に本を読んであげたことある？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   今西乃

のり こ

子　作 （講談社）

◎図書は、予約もお受けいたしますので、ぜひご利用ください。
◎先にご案内のリサイクル文庫にご協力ください。
◎ご返却が遅れている方は、お早めにお返しください。

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1477号より

朗読は「甲府すずの会」「甲府中央なみの会」のみなさ
んです。お楽しみに！
　日時　８月５日（土）１４：００～
　場所　市民会館４階　大会議室

「父は空、母は大地－インディアンからの手紙」
　　寮  美千子    編　　　　（朗読　白倉京子  さん）
「じゅげむ」朝倉  玲・カンガー    編
　　　（朗読　市川孝次・上野房子・星野のぶ子  さん）

「竹内陶子のすっぴん子育てー
　 浦島伝説に守られて」 （朗読　末広靖枝  さん）
「デート」上原  隆　作    （朗読　金丸千恵子  さん）
「あるはれたひに」きむら ゆういち    作
　　　　　　　　　　　　　  （朗読　清水富子  さん）

※次回は９月２日（土）です。

今月の朗読のつどい

　　■８月の休館日　毎週月曜日・３１日（木）
　　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）

今月のだっこの会
わらべ歌・手遊びなど
覚えて語りかけてください。
　日時　８月２４日（木）
　　　　１０：３０～
　場所　市民会館３階　和室

今月のおはなし会
紙芝居・パネルシアター・
工作など
絵本のよみきかせ、どんな作品を選びますか？
ご参考にしてください！
　日時　８月２６日（土）１０：００～
　場所　市民会館３階　和室
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大草町　出羽  翼・有里 さん  宅

広
そ ら

空 くん（Ｈ 1８年１月生まれ）
優
ゆ う

空くん（Ｈ 1８年１月生まれ）
お子さんへのメッセージ

〜「広く優しい心を持った人に育ってね」〜
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「市民のひろば」では、みなさんの明るい笑顔が

あふれる話題・情報・写真をお待ちしております。

ご連絡は市役所まちづくり推進担当まで。
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し
て
い
ま
す
。

祖母石、一ツ谷、水神、1～５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富
士見ヶ丘、中島、高河原 （韮崎駅経由） ３日（木） ・１８日（金）

富士見、岩下、上の山 （韮崎駅経由） ４日（金） ・２１日（月）

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 ７日（月） ・２２日（火）

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場　　 ８日（火） ・２４日（木）

穂坂町柳平、宮久保、
鳥の小池 ９日（水） ・２８日（月）

藤井町全区 １０日（木） ・３０日（水）

中田・穴山町全区 １１日（金） ・３１日（木）

円野町全区  （一ツ谷経由）  １４日（月）

清哲、神山町全区  （一ツ谷経由）  １５日（火）

旭町全区  （一ツ谷経由）  １６日（水）

大草町全区  １日（火）

竜岡町全区  ２日（水）

大草・竜岡町全区 １７日（木） ・２９日（火）

静心寮  ２３日（水）

老壮大学  ２５日（金）

こ
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老
人
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タ
ー
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ス

８
月
の
巡
回
日
程（
変
更
が
あ
る
場
合
地
区
長
を
通
じ
連
絡
し
ま
す
）

健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください

７月中に市が支払った医療費をお知せします。　
　国民健康保険 142,843,141 円
　　※１人当り 15,894 円 （前月比 6.11％増）
　老 人 保 健 219,416,635 円
　　※１人当り 56,290 円 （前月比 0.80％増）

市の人口（７月１日現在）
　男 １６，４０９人 世帯数 １２，２０３世帯
　女 １６，６８２人 前月比 －８世帯
　計 ３３，０９１人
　前月比 －３２人

　このたび老人福祉センターでは、より多くの皆様に「こぶし号」
をご利用いただけるよう、８月１日より地区巡回路線を一部変更し、
停留所を増やしました。ぜひ地区でお声をかけ合っていただき、こ
れまで以上にバスをご利用くださいますようお願いいたします。
お問い合わせ　老人福祉センター（☎ 22-6944/ 22-6980）
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